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市
民
一
人
一
人
が
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
学
校
、
家
庭

や
地
域
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
広
報
や
啓
発
、
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
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●
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
用
語
の
認
知

　

度
の
割
合（　

％
未
満
→　

％
以
上
）

10

50

●
職
員
対
象
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

　

計
画
・
指
針
を
作
成
し
ま
す
。（
平
成
二

　

十
三
年
度
ま
で
に
）

●
女
性
委
員
ゼ
ロ
の
附
属
機
関
等
を
解
消

　

し
、
積
極
的
な
登
用
を
行
い
ま
す
。（
平

　

成
二
十
三
年
度
ま
で
に
登
用
率　

・
６

31

　

％
→ 　

％
）

40

●
市
女
性
職
員
の
管
理
職
へ
の
積
極
的
登

　

用
を
進
め
ま
す
。（
主
査
級
以
上
の
女
性

　

職
員
の
割
合　

・
４
％　

→　

・
０
％
）

13

20

●
プ
レ
親
教
室
・
沐
浴
実
習
へ
の
父
親
の

　

参
加
を
促
し
ま
す
。（
九
十
二
人
→
百
五
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プ
ラ
ン
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実

現
の
た
め
の
五
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

各
目
標
に
沿
っ
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ

Ｖ
）や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等

の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
根
絶
す
る
と
と
も
に
、

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
人
権
の
尊
重
を
進
め
、

一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
「
人
間
と
し
て

の
権
利
」
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

�
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�
�
�
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●
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対
し
て
早
期
支
援
が
図

　

れ
る
よ
う
に
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

警
察
、
県
機
関
や
民
間
機
関
等
と
の
連

　

携
を
強
化
し
ま
す
。

●
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
を
充
実
し
て
い
き

　

ま
す
。（
月
一
回
→
平
成
二
十
年
度
か

　

ら
月
二
回
）

●
庁
内
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

　

ン
ト
防
止
の
研
修
を
定
期
的
に
行
い
、

　

ま
た
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
（
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
年
一
回
発
行
）

●
男
女
共
同
参
画
の

　

視
点
で
適
切
な
表

　

現
を
選
ぶ
た
め
、

　

刊
行
物
等
の
作
成

　

に
活
用
で
き
る
よ

　

う
な
「
表
現
ガ
イ

　

ド
ラ
イ
ン
」
の
冊
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就
労
の
場
に
お
い
て
、
女
性
、
男
性
が

個
人
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ら
に
情
報
提
供

や
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
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●
職
場
で
の
性
別
役
割
分
担
解
消
の
た
め

　

の
啓
発
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と

　

生
活
の
調
和
）の
重
要
性
に
つ
い
て
事

　

業
所
に
働
き
か
け
る
啓
発
を
行
い
ま
す
。

●
育
児
休
業
・
介
護
休
業
制
度
に
つ
い
て
、

　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
制
度
の
周

　

知
や
取
得
が
進
む
よ
う
啓
発
し
ま
す
。

●
女
性
の
起
業
や

　

再
就
職
等
に
つ

　

な
が
る
情
報
提

　

供
、
実
務
的
な

　

講
座
を
充
実
さ

　

せ
ま
す
。（
再
就
職
支
援
講
座
の
開
催
年

　

二
回
→
年
三
回
）
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市
の
様
々
な
分
野
の
関
連
部
署
と
連
携

を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
、
市
全

体
で
男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み
を
総

合
的
に
か
つ
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
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●
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

　

と
な
る
「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例（
仮

　

称
）」
を
制
定
し
ま
す
。（
平
成
二
十
年
度
）

●
計
画
の
着
実
な
推
進
の
た
め
に
、
第
三

　

者
機
関
に
よ
る（
仮
称
）評
価
委
員
会
の

　

設
置
を
検
討
し
ま
す
。（
平
成
二
十
二
年

　

度
）

●
「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ザ
ス

　

あ
し
や
」
を
、
市
の
男
女
共
同
参
画
推

　

進
の
た
め
の
活
動
拠
点
と
し
て
機
能
の

　

充
実
を
図
り
ま
す
。

●
市
民
活
動
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と

　

の
協
働
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
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女
性
、
男
性
が
と
も
に
責
任
を
持
っ
て
、

家
庭
や
地
域
活
動
を
担
う
と
と
も
に
、

様
々
な
分
野
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
社
会

全
体
で
子
育
て
や
介
護
を
支
援
す
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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●
男
性
が
家
事
・
育
児
や
地
域
活
動
に
積

　

極
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
、
意
識
啓
発
を

　

進
め
ま
す
。

●
多
様
な
保
育
サ
ー

　

ビ
ス
の
充
実
を
図

　

る
た
め
延
長
保
育

　

等
の
実
施
、
ま　

　

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

　

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

の
運
営
を
支
援
し

　

ま
す
。

　

＊
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
協

　
　

力
会
員
数
八
百
二
十
五
人
→
千
人

●
病
児
・
病
後
児
保
育
を
実
施
し
ま
す
。　

　
（
一
カ
所
）

●
地
域
防
災
の
計
画
策
定
や
活
動
に
お
い

　

て
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入

　

れ
ま
す
。

●
高
齢
期
を
自
分
ら
し
く
豊
か
に
過
ご
す

　

た
め
様
々
な
生
き
が
い
づ
く
り
施
策
や

　

健
康
維
持
対
策
を
実
施
し
ま
す
。
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　あなたのプロデュースで舞台芸術を演出してみませんか？
１グループ・団体に、100万円以内で助成をします。
���　芦屋市内を活動拠点の１つにしている舞台芸術（音
楽、演劇、ミュージカル、オペラ、
ダンス）のグループ・団体　��
�　平成21年３月29日（日）ルナ・
ホールでの公演　�����　
指定の企画書・予算書を６月９日

（月）から７月11日（金）までに下
記へ　※選考委員会で書類・プレ
ゼンテーションにより選考

������������������

������

�������	
����

���　６月28日（土）午後１時30分～
３時　���　市民センター音楽室
■出演　中村朋子（ソプラノ）、城村
奈都子（ピアノ）　���　夏は来ぬ、
浜辺の歌、全ての山に登れ　ほか　
����　500円　�����　往復
はがきに、住所・氏名・電話番号・参

加者人数を記入のうえ、６月13日（金）までに公民館へ

～８時30分（午後６時
��　一般3,000円、中
1,000円増＜全席指定

務所・グリル業平、市役
ード56311）＊６月５日

	
�����������

	����������	


�����

	
�������������

��������	�����
午前10時～正午　����子育て中の親(祖父母も
の幼児　����家事・育児に追われるかたにゆっ
さんは保育室でお預かりします　������先
����　６月２日（月）から電話または窓口で


��������
14日（月）午前10時～11時30分　���　社会保険労
リアカウンセラー）　���　①就職前のチェック
の基礎知識②できる！できない!?両立の決め手　
���　２歳以上就学前の幼児先着８人（１人300
き・電話・メール・ファクスに氏名・住所・電話（ファ

望者は子どもの名前・生年月日を明記し上記へ

�����������������

・20日・27日（金）午後１時～４時
を第１土曜日に変更します。
�　

（水）午後１時～４時

���
参画に関する図書・資料

����	
����������
��

・午前９時～午後５時（土・日・祝を除く）

���
活動している登録グループは、会議室が利用できま
間で、月１回程度の情報交換や交流をしています。

�	
���	
�������������
�	�����������	
���

	
�����������������	
�������
���	
�������������
����	
����������	
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�

参
加

促

す
（
九
十
二
人
→
百
五

　

十
人
）

ラ
イ
ン
」
の
冊

　

子
を
作
成
し
ま
す
。

�������	
�����

　新規登録を希望する団体やグループは、６月16日（月）から
30日（月）まで（土･日を除く）に申請手続きをしてください。
������
●社会教育法に基づく組織的な教育活動を自ら行い、その団
　体の学習活動・内容が明確であり、公の支配に属さない団
　体であること。
●団体運営については、団体に主体性があり、営利事業や政
　治・宗教活動を目的としない任意団体であること。特に芸
　能・趣味関係団体については、活動が流派の普及活動や　
　指導者の営利を目的としたり、またはそれに類した行為を
　行わない団体であること。
●過去1年以上の実績があり、将来も継続して活動できる団体
　であること。
●規約および経理機構があり、団体の本拠としての事務所を
　有していること。
●健全な自己財源を持ち、会員の会費等の負担額が一般的に
　見て高額すぎないこと。
●団体の活動への参加窓口を一般市民に広げていること。団
　体内だけの活動のみでなく、地域全体への普及啓発活動　
　があること。
●組織の構成メンバーが、主として芦屋市民であること。ま
　た、芦屋市域を活動の拠点にしていること。

�������	
������������

����������

���������
　あなたがいたから、すべてを 
 愛せる。山田洋次監督が、吉永  
 小百合主演で描く、激動の昭和。 
 監督・山田洋次／出演・吉永小 
 百合・浅野忠信・檀れい　ほか

���　６月14日(土)①午前10時～②午後１時～③午後３時
45分～　����　中学生以上１,000円(チラシあるいは掲載
広報紙持参900円)、小学生500円<全席自由>※当日券のみ

���　８月４日(月)午後６時30分～
開場）　■���ルナ・ホール　���
学生以下1,500円※当日券はいずれも1
＞���　宮川彬良、平原まこと
��������　市民センター事務
所内売店、ローソン・チケット（Ｌコー

（木）前売り開始予定

�������	

�������	

��������	
��

�������	

�������	
�
���　６月23日（月）午
含む)と２歳から就学前の
くり読書タイムを。お子さ
着８人（１人300円）　��

��������	

���　①７月７日②14
務士・高見香織氏（キャリ
ポイント、わかる労働法の
���　女性30人　��
円）　�����　はがき
クス）番号、一時保育希望

�������	
�
��������　
���　６月６日・13日・
※７月から、第１金曜日を
�������	
���
���　６月４日・18日（水

�����������
　ジェンダーや男女共同参

�����������
���　６月２日～27日・

�������	
��
　男女共生を目指して活
す。また、登録グループ間

�����������
������������

�������	
��������
����

�������	
��
�������	���������	
���
���　５月28日～６月29日（最終日午後３時ま
で）　���　日本画家安澤阿弥の源氏物語白描
画とガラス工芸作家の松本正雄の作品を展示
��������������	
�����
���　６月６日（金）午前９時30分～午後５時（貸
切バス）　���　武庫川女子大学文学部教授・た
つみ都志氏　���　24人　���　14,000円　�
�����電話・ファクス・Ｅメール等で下記へ
�������	
��������	
���
���　６月12日（木）午後１時30分～３時　�
��　「玉鬘（たまかづら）」　���　朗読グ
ループＲＳＴ/松島和子氏・紅野芙美子氏　��
�　1,000円（入館料、ドリンク代含む）　���
　先着30人　������電話・ファクス・Ｅ
メールで下記へ
�������������	
�����
���　６月21日（土）午後６時開演（５時30分開
場）　���　朗読グループＲＳＴ・北山たか子
氏／胡弓・田中佐和氏　���　80人　���　
3,000円（ドリンク代含む）　������電話・フ
ァクス・Ｅメール等で下記へ
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谷
崎
潤
一
郎
の
誕
生
月
に
あ
た
る

七
月
に
、
谷
崎
を
し
の
ん
で
残
月
祭

を
開
催
し
ま
す
。
渡
辺
淳
一
氏
を
迎

え
、
男
と
女
を
テ
ー
マ
に
興
味
深
い

お
話
を
伺
い
ま
す
。

�
�
�
　

七
月
二
十
四
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時

　
　
　
　

三
十
分（
午
後
一
時
開
場
）

�
�
�
　

ル
ナ
・
ホ
ー
ル

�
�
�
　

先
着
六
百
人

�
�
�
�
�
�
�
�
∨
地
唄
舞
「
雪
」

　
　
　

（　 
舞 　
）　

大
和
松
蒔

　
　
　

（
唄
・
三
絃
）　

菊
聖
公
一

��
��
�
�
�
 

講
演
「
男
と
女
」

���
　

渡
辺
淳
一
氏
（
作
家
）

�
�
�
�
�

　
　
　
　

三
千
円

�
�
�
�
�
�

　
　
　
　

往
復
は
が
き（
一
枚
一
人
）

　
　
　
　

に
、 

住
所
・
氏
名
・
電 
話

　
　
　
　

番
号
を
記
入
し
、
六
月
二

　
　
　
　

十
四
日（
火
）ま
で
に
下
記

　
　
　
　

へ
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
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防災安全課家庭における防災
防災安全課阪神・淡路大震災の教訓から
防災安全課南海地震に伴う津波について
防災安全課国民保護について
市民参画課芦屋市の国際交流について
市民参画課男女共同参画社会を目指して
財政課財政状況について
行政経営課行政改革について
経済課消費生活について
保険医療助成課国民健康保険について
保険医療助成課長寿医療制度について
上宮川文化センター人権について
上宮川文化センター児童センター事業の概要
環境課芦屋市の環境について
環境課地球環境問題について
環境処理センターごみの出し方
環境処理センター芦屋市の廃棄物処理について
都市計画課住民がつくる都市計画（地区計画）
こども課芦屋市の子育て支援について
こども課食育について
こども課子育てセンター事業について
こども課芦屋市の保育について
水道部芦屋市の水道
消防本部応急手当講習
消防本部救命講習
消防本部防火講座

��������������

消防本部消火訓練
消防本部消防署見学
地域福祉課芦屋市地域福祉計画について
高年福祉課高齢者の介護予防について
高年福祉課介護保険制度の概要
高年福祉課芦屋すこやか長寿プラン２１
健康課乳幼児期の健康講座
健康課簡単手づくりおやつ
健康課子どものしつけ方
健康課更年期の過ごし方
健康課メタボを解消しよう
スポーツ・青少年課ニュースポーツ・実技
学校教育課幼児教育
学校教育課特別支援教育
学校教育課国際理解教育
学校教育課学校図書館教育
学校教育課進路指導
生涯学習課生涯学習とコミスク・学校開放
生涯学習課文化財講座
生涯学習課文化財めぐり
青少年愛護センター青少年健全育成の推進
公民館公民館の事業
図書館絵本の読み聞かせについて
図書館みんなの図書館
図書館インターネットで本を探そう

【特別メニュー】ご希望の学習内容をご相談ください。

　

市
が
行
っ
て
い
る
仕
事

で
、
皆
さ
ん
が
わ
か
り
に

く
い
こ
と
や
、
お
聞
き
に

な
り
た
い
こ
と
、
暮
ら
し

に
役
立
つ
話
や
実
技
な
ど

に
つ
い
て
、
市
職
員
が
皆

さ
ん
の
希
望
さ
れ
る
場
所

へ
出
向
き
説
明
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
構
成
す

る
二
十
人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
、

左
表
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
選
び
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
講
座
に
つ
い

て
も
可
能
な
限
り
対
応
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
　

午
前
九
時
〜
午
後
九
時
ま
で

　
　
　
　
　

の
間（
九
十
分
以
内
）

�
�
�
�
　

学
習
会
主
催
者
が
、
市
内
に

　
　
　
　
　

確
保
し
て
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
　

講
座
開
催
予
定
日
の
一
カ

　
　
　
　
　

月
前
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

　
　
　
　
　

＊
業
務
の
都
合
に
よ
り
開
催
日
時
な
ど
、

　

ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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 ������　  第３回　オープンガーデン2008

��������  水道通水70周年

��������　  ごくごく飲もう！芦屋の水道水

������　　  市民と市長の集会所トーク

���������	
��気軽にできるカンタンストレッチ

 �������  スポーツしよう　潮芦屋運動場　　　

 �������		�耐震診断物語
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